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第２部 病院会計制度概論 

 第12章 財務諸表の分析 財務諸表の見方 

12-1-3 キャッシュ・フロー計算書の見方 

キャッシュ・フロー計算書は、資金繰表と異なり、3つ

の区分によるキャッシュの動きが重要である（図表12-3）。 

そのうち、業務活動によるキャッシュ・フローの区分

は、いうまでもなく病院経営のいわゆる本業の部分から

のキャッシュ・フローの状況を表すものである。よって、

業務活動からのキャッシュ・フローがプラスであるかな

いかが第一歩である。 

また、投資活動によるキャッシュ・フローは、投資活

動に関する資金の動きが表示される。病院経営において

は多くの土地・建物のほかに高額の医療機器等、多くの

固定資産が必要となるので、投資の大部分は固定資産に

対するものであると考えられる。つまり、土地・建物・

医療用器械備品などの固定資産の取得・売却がそれにあ

たる。固定資産については、病院の施設設備に対しては

補助金が支給されることがあるが、この補助金収入も投

資活動に分類される。したがって、投資活動によるキャッ

シュ・フローはマイナスになることも当然ありうるわけ

である。 

そして、財務活動によるキャッシュ・フローは、病院

の資金調達と運用に関する資金の動きが表示される。医

療サービスの提供のためには、資金を準備する必要があ

り、業務活動から必要な資金を調達できることが好まし

いが、より充実した医療サービスのためにはより多くの

資金が必要となる。しかしながら、財務活動によるキャッ

シュ・フローはやはりプラスであることが妥当といえる。 

図表12-3 キャッシュ・フローの3つの区分 
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＜続く＞ 
（井出健二郎著「病医院会計のすべて」日本医療企画より） 

 厚生労働省が、2 月分の患者数の当集計データを公表

しました。その結果、病院の患者数を、今年（2025 年）

2 月末と新型コロナウイルス感染症の影響がまだ出てい

ないと考えられる 2020 年 2 月末とで比較すると、入院

では 5.3％減、外来では 5.5％減となりました。 

 今年（2025 年）2 月末における「1日平均患者数」は、

病院全体で▼入院：117 万 408 人▼外来：118 万 2945 人

—となりました。 

 

 

 

 

 

 

（出典：病院報告（令和 7 年 2 月分概数）（厚生労働省）） 
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（出典：病院報告（令和 2 年 2 月分概数）（厚生労働省）） 

 2023 年 2 月と比べると、入院患者は 3.2％の増加とな

り、外来患者は 3.7%の減少となります。さらにその前々

年の 2021 年 2 月と比べると、入院患者は 0.8％の増加で

あり、外来患者は 0.3％の増加でした。 

 入院患者も外来患者もコロナ渦前の状況と比べて、大

きく減少したままで、いまだに元の状況に戻っていない

ことが分かります。 

 厚生労働省、中央社会保険医療協議会（中医協）にお

いても、入院患者は新規患者は増加しているが、延べ入

院患者数は減少している。外来患者数は延べ患者数がコ

ロナ渦前に比べて、伸び率が鈍化していると報告されて

います。 

 患者数の減少は経営の悪化に直結してしまいます。 
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